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1
，

は じめに

　河合義
一

は賀川豊彦や 杉山元治郎 〔1｝らと と もに 日本 の 農民運動 の 草分 けで ある 。 河合 は 1882

年 （明治 15）， 兵庫県加古郡高砂町今津に生 まれ た 。 1888年生 まれ の 賀川 よ り6歳 ， 85年生 まれ

の 杉 山 よ り3歳年長で あ る
。 賀 川豊彦 に つ い て は そ の 評伝 ，伝記 は も と よ り，彼 の 多岐に わ た

る社会運動 （労働運 動 ・農民運 動 ・消費組合運動 ・神の 国運動等 々 ）に 関す る研究がす で に 多

く蓄積 され て い る 。 また
， 『賀川豊彦全 集』全24巻 の 「解説」 をひ と りで 担 当 した武藤富男 に

よ れ ば ，賀川 の 日記で あ る 「身辺 雑記」に は 300を超 える 人物 が 登場す る と い う 〔2）。そ して ，

しば しば登場する杉 山，行政 長蔵，馬島個，村島帰之 ，吉 田源治郎，横 山春
一

，鑓 田研
一

，竹

内勝 ， 杉 山健
一

郎等々
，

こ れ ら賀川の 共労者 と賀 川の 関係 に つ い て は 「賀 川研究」の 範 囲の な

かに濃淡の 差 はあれ ， ある程度 の研究蓄積がある 。 しか し ， 本稿 で 扱 う河合義一 と賀川 と の 関

係 を論 じた も の は 管見 の 限 りな い
。 河合 は賀 川 に よ る 政 治小説 『傾 ける大地 』 の 主 人公 の モ デ

ル で あ り
，

日本農民組合 （以 下
，

日農 と い う）創立 →分裂過程 で 行動 を共 に した日農東播連合

会の 会長で もある 。 両者 の 関係 は緊密 で あ り， 農民運動へ の 影響 も大 きい と思 われ る 。 筆 者は

まえに，河合が戦前期，郷里高砂町 の 町政改革運動 や広 く兵庫県東播磨地方 にお ける農民運動，

労働運動，無産政党運動 な どの 中核的存在で ある こ とを論 じた （％ 本稿で は こ うした河合 の 活

動 の 思想 的基盤がつ くられた と思わ れる 本郷教 会時代 ， そ して 農民運動 へ 入 る契機 に つ い て 考

察する
。 さ らに 河合が最 も影響を受けた と思 わ れ る 賀川豊彦と の 関係を具体的に あ とづ け ， 両

者の め ざした農民運動や無産政 党運動 が どの よ うな もの で あ っ たか を考 えた い
。 なお ，戦 後 も

敗戦直後か ら日本社会党 の 創設 など で 両者 は行動 を と もにす る が ｛‘）
， 本稿 で は戦前期 に お ける

両者の 関係 に限 定す る 。

＊ 法学部

Facultyof　Law

283

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

2 小　南　浩

2 ， 本郷教会時代の河合

　河合 と賀川 ，さ らには杉山 もキ リス ト者で ある 。 河合は 同志社 中学卒業後，1901年 （明治 34）

5月 ， 高砂教会で 受洗 した 〔5〕
。 同年 9月に東京外国語学校フ ラ ン ス 語学科 に入学 ， 在学中か ら海

老名弾正 の 主催す る本郷教会 に 出席 ， 日本銀行 に就 職後の 1906年4月22日に 正 式 に転入 して い

る 。 こ の と き一緒 に転入 した 8人の なか に 当時まだ東京法科大学生で あ っ た鈴木文治や ， すで

に 同教 会の 執事を して い た内 ヶ 崎作三 郎の 妻 きよ子 らが い た （6）
。 そ の 後 1geg年 ， 肺結核で 南湖

院 に入 院す る まで の 都合約8年 間 ， 河合は 同教会 に通 っ て い たこ と に なる 。 当時の 本郷教会 は

大学生 などの 若い 会員が 主流であ り最 も活気に満ちて い た時期で もある 〔7）
。 本郷教会の青年会

で ある明道会は 内ヶ崎 ，三 沢糾 ， 小 山東助 ， 吉野作造 らが中心 と なり 「東京言論界 の 名士殆 ん

どが講壇 に立 ち，松村介石 ，姉崎正 治，井上哲次郎，志賀重昂，三宅雪嶺，山路愛山，高木壬

太郎 ，木下 尚江，安部磯雄 ， 浮 田和民 ， 内村鑑三
， 島田三郎 ， 江原素六 ， 徳富蘇峰，大山郁夫

…等錚 々 たる 人々 が 講演 し ， 明道会 は実に
一世 を風靡す る社 会指導機関の 感が あ っ た 。

…そ の

活躍は 明治三四 年か ら三九年 に か けて行はれ ，最 も盛大で あ っ た の は 三 九年で ある」（S）
。

こ の

ように 明道 会が最 も活発 に 活動 した時期 に 河合 は同教会 に通 っ て い た こ とに な る 〔9）
。 こ うした

本郷教 会で の 体験 は河合 に と っ て キ リス ト教 へ の 理解 の み な らず ， 広 く社 会問題 へ の 関心 を呼

び覚ました 。 例えば安部磯雄は こ の 本郷教会に お ける講演会の 常連で あ るが ，河 合 はどの よ う

に 安部の 話 を聞 い た で あ ろ うか 。 河合 は 同志社 中学で 安部 か ら英語 を教 えて もら っ て い る （1％

こ の 教 会で 再びか つ て の 恩師安部 と出会 うこ とに なる 。 また
， 後年 ， 無産政党 の 結成 で 安部は

社会民衆党の 党首 ， 河合は 日本労農党へ と袂を分 か つ が ，無産政 党の 合同 → 社 会大衆党の 結党

に よ っ て 再び同志 となる。1937年 （昭和12）総選挙で 河合が 同党か ら立候補 したと き，党首安

部 は 「河合義
一

君 を推薦す」 と題 して次の よ うな文章 を寄せ て い る 〔1％

　河合君は私が 同志社時代 の 親愛す る教 え子で す 。 私は七 十三才 になる今 日まで …一生 を

日本の 無産運動に 捧げて来 ま したが 自分の 親 し く教え導ゐ た教 え子 も亦多数全 国各地 に 於

て 私 と同様 に 社会大衆党 の 旗 を守 つ て 闘つ て 居 ます 。

…河合義
一

君 はその 中で も私の 最 も

信頼する 教え子の
一

人 で あ り， 又 同志で あ ります 。
…河 合君は永 い 間 ，東播地方の 農民 運

動の 草分け として 常に健実に 活動 し，我が 党の 内部は素よ り外部の 方々 か ら も敬愛され て

ゐ る立 派な人格者 で あ ります 。

…私 は社会大衆党の 責任者 と して
，

且 つ 又 ， 河合君の 曾 つ

て の 先生 と して ，河合君の 勝利を祈 る と共 に皆 さん の 御支持 と御同情を切 にお願 ひ い たす

次第で あ ります 。

　河合 の 三 女田美子氏 に よれ ば，河合は吉野作造か ら教会の 会計 を直接 頼ま れた と い う
〔12
  本

郷教会 で の 河合 と吉野の 接 点で ある が
， 吉野 は 1900年7月の 『新 人』発刊 の 直後9月に 東京帝国

大学に 入学 ，
同年末頃 よ り 『新 人』編集に協力 。 1904年2月 14日 に 正式転入

，
同年3月に は 『新

人』誌上 に翔天生 の 名で 執筆 网 する な ど
， 内 ヶ崎 ら と と もに本郷教会の リーダー的存在で あ っ

た 。 従 っ て河合の 方は吉野 を充分知 っ て い た で あろ う。 吉野 は 05年1月の 総会で教会の 会計主

任補佐 とな り， 4月の 臨時総会で 名古屋 に 転任の 小瀧無事郎 の 後任 と して 会計 に昇格 して い る

〔’4｝
。 翌 06年1月吉野は袁世凱 の 長男 の 家庭教師 と して 中国へ 渡 っ て い る 。

一
方 ， 河合が教 会の

284

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

賀川豊彦と河合義
一 3

会計補佐 とな る の は 07年 1月の 総 会にお い て で あ っ た （ls
。 従 っ て

， 吉野か ら直接 会計 を引 き継

い だの で は な くて
， その 間 1年の 時間的ずれがあ る

。 河合の 転入 が 1年早けれ ばある い は
， 吉野

の あ と直接会計 を引 き継 ぐとい う形 に な っ て い たか も知 れ な い
。 逆 に 会計に 推 され た こ とが転

入の 契機で あ っ た の か 。 吉野 の 口添え があ っ た か否か は確定で きな い が ， 学生 の 多い 教会 に と

っ て 日本銀行員の 河 合が 会計 と して 推され たの は当然 か も知れ な い
〔1
％ そ して ，翌08年 の 1月

総会で 会計の
一

人に 昇格 し働
，本郷教会の 中核 とし て 充実 した信仰生活を送る こ とに なる 。し

か し，翌 09年，河合は肺結核で 湘南茅 ヶ 崎南湖 院に 入院す る こ と に なる 。

3 ， 河合の転機

　賀川 が何度か死 の 宣告 を受け，煩悶の の ち 「絶望の 淵 よ り驚異 の 世界 に 甦」 り， 「実在 の 世

界 に 死の 力を以 つ て 強 く生 きん と覚悟 した」
（18〕こ とは よ く知 られ て い る

。

一
方 ， 河合の 入 院 し

た南湖院は熱心なキ リス ト者で ある 医師高田畊 安の 経営に よる もの で あ っ た 。 高田 は 『新人 』

に毎号 ，頂 大 にわた る病 院の 広告 を の せ る な ど本 郷教 会の 有力 な ス ポ ン サ ーで もあ っ た （1％

河合 は こ こ に 約2年間入院す るが ， その 間，本郷教会 の 小 山東助や 相原
一郎介が こ こ 南湖 院に

入 院 して お りpa
， 入 院中 も信仰生 活が 続 い て い た感が あ る 。

　 1911年 1月河合 は つ い に 日銀 を退職 ， 郷里高砂 に 帰 る 。 そ して
， 友 人山脇 良介 の す すめ に よ

り小 豆 島群 島の 豊島で 療養生活 を送 る こ と に な る （2i）
。

エ リ ー ト銀行員か ら一
転 ， 失業そ し て 肺

結核の 療養生活 。 こ の と きの 河合の 心境 は ど うで あ っ た ろ う 。 日銀退職 の あ と，1919年 （大正

8）の 高砂町会 の補欠選挙で 町 会議員とな り，21年か ら23年 にか けて の 高砂水道事件 ，そ れ と

ほぼ同時 には じま っ た農民運動 で の 活躍 ま で の 約 10年 間の 河合の 足跡は記録 され て い ない 。 36

年 （昭和11）総選挙で 立候補 した ときの 選挙公報 における履歴 に は 「明治四十二 年病気の ため

日本銀行を辞 し帰郷 して農耕に従事 しつ ・ 身心 を養ひ農村問題 の 経 済的研 究に没頭 。 大正 十
一

年，十三 ヶ年 に亘 る 農村研究 の 結論 を掲げ ， 賀川豊彦 ， 杉 山元 治郎氏等 と共に 日本農民組 合創

立 に 参画す」pm とあ る 。

　河合が農民運動に 参画する契機 は療養中の 豊島における 小作 問題 の 経験 ，即ち，友人 山脇 の

縁故者が 悪地 主の 搾取 と圧 迫に苦 しめ られて い るの を見て ，河合 が地元新聞に 投書 → 地主の 怒

り，暴力団に よる脅追 で ある と 『河合義
一

伝』は指摘 して い る ev
。 賀川の 証言 に よれ ば河合は

当時 ， 西 田天香 の 主宰す る一燈園に 入 っ て い た とい う ua
。 「当時」 とは農民運動 に入 る まえで

ある が ，どれ くら い まえか は 特定で きな い
。

い ずれ に して も，空 白の 10年の 問で あ る こ とは間

違 い な い
。 もし

，
こ れが事実で あれ ば

， 河合は 自己の 栄達で は な く，

一切 を捨 て て 奉 仕す る こ

の
一

燈園の 精神 に共 鳴 し，自己 の 思想的訓練を した の で は なか ろ うか 。 大正期 の 思想 的状 況は

青年達 を して こ の よ うな精神運動 へ の 共鳴を もた ら した 。 例えば水平社運動 の 草分けの ひ と り

木村京太郎は ，自己の 思想 的出発点 を次の ように回想 して い る pm
。

　私 も胸 をわず らっ て お っ たか ら…病気 を治そ うと努力 したん だけれ ども，しか し こ の結

核は，薬や な ん か で 治る時代 では な か っ た わ けで す 。 だか ら もう自分は死 ん で もその 覚悟

だ とい うかた ちで
， 青年団活動 に打 ち込 ん で ，い わゆ る 「無我の 奉仕」 と い うか た ちで ，

賀川 豊彦の 『死線を越 えて 』 とか 西田天香 の 『懺悔 の 生活』 とか倉田 百三 の 『出家 とその
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弟子』 とか ， そ うい うような世界観とい うか宇宙観が変わ っ て ， 私 も自分 の個人 的な 自分

ひ と りの 病気 を治そ うとい うの で はな しに ， 生 きて い る うちに 生 きが い の ある生活 を しよ

うと，そ うい うこ と で 青年団活動 をや りは じめ た わ けで す 。

4 ， 河合 と賀川の 交渉史

　戦前，河合 と賀川が特に密接な交渉をもっ た の は次の 3つ の 時期に分 け られ る 。 まず第 1は両

者の 出会 い か ら日農創 立の 初期 で ある 。 第2は無産政党問題 か ら日農が分裂 → 合同す る 1926年

か ら28年頃 である 。 そ して ，第3は河合が 1937年総選挙に立 候補→賀川 の 応援→当選後 ， 豊島

に 結核患者の 保養所 をつ くる た め両者が しば しば豊島 を訪れ る38か ら39年の 頃で ある 。

  第1期

　 さ て
， 河合 と賀川の 出会 い は 日農の 兵庫県下 に お け

』
る最初の 支部で あ る 中島支部の 結成 され

た 1922年4月28日 で ある と筆者 は前に書 い た こ とが あ る 鱒
。

こ の 日，相生 座で 講演 会を開 い た

後，夜 は河合率 い る同志会主 催の もと公会堂で 労働 問題小作 問題講演会 を開 き ， 賀川 ， 杉 山 ，

行政が熱弁 をふ る い
， 聴衆3000人，高砂 開闢以来の 盛i会で あ っ た と い う go

。 こ の 集会で 河合は

賀川に挨拶 し ， 握手を した と生前語 っ て い る  
。 しか し ， 河合に師事 し農民運動や後年 ， 部落

解放運動 に活躍 した小南真次 は ，22年3月3日の 全 国水平社の 創立 大会 に 河合 に 連れ て い っ て も

ら っ た と証言 して い る OS
。 また，鳥飼慶陽 は 『賀川豊彦 と現代』で 特 に 根拠は示 して い な い が

河合の 水平社創立大会へ の 参加 を指摘 して い る  
。 事実 とす れば

，
こ れ は賀川 との つ なが りで

参加 した可 能性があ りeD，両者の 出会 い は こ れ より前に なる 。
こ れ を傍証する もの として ，高

砂水道事件で河合率 い る同志会を積極的に支援 した神戸暁明会の 藤原米造，高山義三
， あ る い

は大阪朝 日新聞記者 の 岡成志 な どがい ずれ も賀川人脈 で あ り， 賀川 を介 して の 河合支援 とい う

可能性が考えられる か らで あ る ma
。 そ もそ も， 先の 22年4月28日 の 同志会主催の 講演会で 賀川

らが演説 し，あれ だけの 盛況 を呈す る た め には事前の 計画，打 ち合わ せ が当然行わ れ て い た は

ずで あ る 。 な お
， 河合 と水平社 との 関わ りに つ い て 言えば

， 中島支部 を作 る ため賀川の と こ ろ

に相談 に行 っ た5人 の うちの ひ と り井上 岩市 は水平社運動 にかかわ っ て い た し， 大会 に も出席

した とい うen
。

こ れは河合の 影響か もしれない
。 また，翌23年の県会議員選挙に農民組合か ら

立候補 した 河合は 「水平 同人の 援助 を受けて漸次侮 られぬ 勢力を 占め つ つ ある」 と報 じられて

い る 軻
。

　 日農創立 当初 か ら翌23年9月の 関東大震災で 賀川が そ の 救援 の た め東京 に 出発す る まで ，賀

川 を初 め とする 日農本部 が河合 の拠点 で あ る東播磨 へ い か に 足繁 く出向 い たか を 『身辺雑記』

や 『土地 と自由』か ら見てみ よう。 ◆印が 『土地 と自由』

1922 （大正 ll）年

　2月　 断 り切れ無い 要求に 応 じて 私は
，
1月中に播磨 ， 呉 …と旅行 を い た し ま した 。

　　　 播磨の 那波行は イエ ス 団の 行政君の 要求で …

◆4月　4月28日　杉 山 ， 賀川 ， 行政 ら兵庫県 中島支部発 会式 に 出席 ， 午後 2時 よ り高砂町相生

　　 座，7時 よ り公会堂で 演説会 を開催。 （『土 地 と 自由』第 5号）
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　5月　 私 は
， 農民組合 を興 して 居 る 関係 上

， 広 く農村 に 行 く機会 を多 く持 つ て 居 る 。 私 は最

　　 近北河内に ， 岡山児島郡 に ， 播州印南郡等に行つ た 。

◆　　 5月20日 ， 印南郡の 小作代表3名 ， 日農本部 を訪問 ， 相談の た め

　　　 同月23日，印南郡志 方町に 小作争議応援 の た め 仁科
， 行政

，
杉 山の 三 氏行 く。 寺で 演

　　 説会 ，聴衆 500人 ， 中島支部 よ り応援 に来 る 。 （6号）

◆6月　 6月 10日 ，印南郡公 会堂 にて農村問題演説会を開 く，賀川 ，杉 山の 他顧問の 吉 田弁護 士

　　 も出演 ， 聴衆2000余名 （7号）

　7月　行政長蔵君は，日本農民組合の 宣伝 部長 で イ エ ス 団 の 会員で あ る 。 厚 い 信仰 を持 つ て

　　 い つ も戦 ひ を つ づ けて 居 る 。 行 政君 は
， 今度播 州石 の 宝殿の 北一

里 の 志 方村に 屯 田 し

　　 た。

◆8月　8月7日， 播州東志方支部発会式の た め仁科 ， 杉 山出張 ， 行政挨 拶 （9号）

1923年

◆ 2月　 2月 2日，播州国包 の 演説会 に賀川 氏 とともに 出張

　　　 2月4日 ， 宗佐支部 よ り松尾 ， 岡本氏本部 へ 来訪

　　　 2月22日，高砂の 講演会 に つ き，ゴ タ ゴ タ生 じ，早朝 よ り高砂 町 に行き相談，先ず宗佐

　　 の 記念講演 会に臨み ，吉 田 ， 賀川両 氏 と共 にな し，夜 は また
， 高砂町 に て 漸 く講演 を な

　　 ．し河合氏宅 に宿 る （以上 15号 ）

　2月　私 は 1月 は水平社の 特殊部落解放演説会や小作人 の 農民組合の 運動の 為め に大和 の 田舎

　　 や播 州 の 田舎に出か けま した。

◆3月　 3月15日，兵庫県神野村の 講演会 に出席 ，夜帰宅す る と吉 田氏並 び に 奈良県の 米田氏来

　　 訪 （16号）

◆ 4月　4月20日，米 田支部 よ り本部来訪

　　　 4月27日，米田支部 にて講演，会後，東播連合会の 相談 会開催，
一

同連合 会を設置 に 可

　　 決 （以上 17号）

◆ 5月　5月22日 ， 宗佐支部の 講演会 ， 尾崎 ， 行政 ， 鈴木文治， 杉 山の 順 序で 話す。

　　　 同月23日，塩市支部に行 き，尾崎，行政 ，河内 （河 合か ？），鈴木，杉 山の 順序 で 話 す

　　　 （以上 18号）

◆6月　6月11日，播州及 び伊勢 よ り小作 人本部来訪

　　　 同月24日 ， 行政播州の方へ 出張 （以上 19号）

　8月　8月5日私 は午後1時か ら加古川の 流域を遡 っ て ，厄神か ら三木 町へ 出た 。 その 夜 ， 私 は

　　 加古 川 の公 会堂で 話 を した 。

◆8月　8月 25日，兵庫県議候補河合君の 応援の ため
，

二 見村に 出張 ， 夜は演説会で きず 。

　　　 同月26日， 宗佐 の 公会堂で 午後
一

時 よ り河合君 の 応援演 説をや る 。 （以上21号）

◆9月　9月9日，十時の列車で安藤氏 と共に母里 村支部発会式に 出席，尾崎，河合，安藤，杉

　　 山の 順序 に て 話す 。 夜 は 河合氏の 応援 の た め 加古 新 田，加古川 の 二 ヶ 所 に て 話 し， 河合

　　 氏宅に宿 る （22号）

◇10月　10月15日 ， 母里 支部 よ り立毛差押 の件 に つ き来 訪 ，
い ろ い ろ 相談

　　　 同月22日，米田村に て東播連合会開催出席，本年度小作料の 件，主事設置の 件 ，消費

　　 組合の 件協議 （以上23号）
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　賀川は 22年 5月に 高砂 の 公会堂で 「無産者階級解放論」 と題する講演 を し
，
23年2月に 河合宅

に宿泊 して い る。こ うして 5月に は河合 を会長，行政 を主事 とする東播連合会 が連合会組織 と

して は県下 で 最初 ，全 国で も3番 目の 早 さで 結成 され て い る 。 そ して ，略年表が 示す よ うに，

東播連合会は日農本部の 賀川 ，杉山などを招 い て 「講演会 中心の 教育啓蒙活動 に重点」駒 をお

い た 。 こ れ は 日農創立大 会で の 綱領が 示す よ うに 農民運動 の 基礎 が まず人格の 完成 にあ る とい

う賀川 ，杉山，河合ら の 共通 した認識 に よる もの であ っ た 。

  第2期

　両者が再 び密接 な交渉 を もつ の は 1926年3月の 日農第5回大会 → 日農第 1次分裂以 降で ある 。

平野力三 率い る 山梨連合会 の 脱退に 対 して
， 日農 中央委員会は じめ

， 各県連 が非難 決議 を出 し

て い る 。 兵庫県で も淡路，西播の 各連合会 は非難決議 を出 して い るが，ひ とり東播連合会 の み

出 して い な い 。 山梨連合会の 脱退 は 日農創立 当初 の 精神で ある 現実主義が左傾分子 の 台頭 に よ

り失われ た た めで あ る 。
こ の 認 識は実は 河 合 ら の それ と同 じで ある 。 山梨県連の 脱退か ら約 1

年後 ， 河合 ， 行政 ，吉 田等 12名が 日農か ら除名 され た直後の 1927年2月5日 ， 東播連 合会は次の

ような声明書 を出 して い る CPt
。 声明書の 冒頭 で 「農 ハ 国ノ 基デ ア リ農民 ハ 国 ノ宝デ ア ル 」以下

の 賀川起草 に よ る 日農創立大会 の 宣言を全文引用 して
， 次の よ うに 言 う。

　今ヤ 我等 ノ 日本農民組合 ハ 彼 ノ創立 当時 ノ宣言 ノ如 ク穏健着実ナ運動 方針 ヲ捨テ 少数 ノ

意識 デ多数ノ盲動 ヲ利用 シ テ其ノ 目的 ヲ達 シ ヤ ウ トス ル 人 々 ノ潜入 二 依テ総本部及其ノ 連

合会ハ 組合創立 当時ノ精神 トハ 全然違 ツ タモ ノ ニ ナ ツ テ 仕舞ツ タ…

　一
方 ， 関東大震災 の あ と日農 第3回大 会頃 「今 日ま で 多額 の 金 と夥 しい 労力 を費 や して 育て

上げて 来た農民組合 の 本部」が 「左翼 の た め に全 く占領せ られ て い る とい うこ と」 に 「始め て

感附 い たjen賀川 は ，全 日農創立 大会で 「日本農民 組合が 今日 の 運命に遭 遇すべ きこ とは昨年

京都 に 開催せ る第五 回全 国大会 に 際 し明か な りし」cm と挨拶 し，第5回大会が 日農本部の 急進

分子へ の 訣 別の 契機で あ っ た こ とを示 して い る 。

　 また，26年 7月の 労農党中央委員会 は左翼4団体 の 排斥を決議 ，
こ れ を河合 も出席 した日農中

央委 員会が承認 した 。 と こ ろ が 8月に 出され た 『土地 と自由』55号 に 「労働農民党 を活動的 の

もの とせ よ」と題 して
， 先の 日農中央委員会決定 を批判す る記事が 掲載 さ れ た 。 さ っ そ く河合

は 8月12日付私信で 杉山委員長に こ の 記事は組織原 理 を無視す る もの と強 く抗議 し，そ の 釈明

を求め て い る 。 こ の よ うな記事が掲載 され る こ と 自体 ，
これ を書 い た仁科 嫐 ら本部 書記局 に対

する杉山 らの 指導力低下 を物語る もの で ある
。

　 日農第 5会大会以 降 ， 日農本部批判 の 急先鋒 で あ っ た 河合 は26年11月 に総 同盟 兵庫県連合会

の 藤岡文六 ， 安芸盛 ， 山名義鶴 らと日労党創 立 問題 につ い て 会談 して い る
鱒

。 河合は 日農創立

以 来の 東播連合 会の 調停第
一

主義が地主 ， 政府の 攻勢 に よ っ て停滞 を余儀 な くされて い た こ と

もあ り，新 しい 農民運動 の 在 り方を模索 して い た
。 『神戸又新 日報』は 「東播連合 会の 農民ギ

ル ド　完全 に行 けば空気一掃 　暗澹 たる現状 を救ふ 」 と題する記事を掲げ ， 厂今回 日本労農党

創立の 原 動力たる東播農民連合会で は河合義
一氏が率先 して此 の 農民ギル ドの 建設 に努力 して

ゐ る」 （4］〕 と報 じて い る 。 同 じ 『神戸 又新 日報』の 26年12月1日付 けに よれ ば，河合 は 「加東郡
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の某方面 に荒地数百町 歩を手 に入 れ ，之れを開墾 して 理想的平和の 農民村を建設すべ く計画 を

進め て 居 る 。 勿論此 の 農民村建設 に は 同氏 と親交 の あ る賀川豊彦氏 と の提 携が ある事 も事実で

ある」 と報 じられ て い る 。 そ して 「此の 農民村に はデ ン マ
ー

ク式の農民学校 を建設 して宗教 を

基調 と した政 治経済方面 の 学問 を教授 する計画で ある」 と し，さらに 「東播連合会の 重要問題

であ っ た消費組合設置 に就て は来月十七八 日頃賀川氏」を招 い て各地で 講演会を開催する予定

で あ り，
こ れ らの 計画の た め に 「河合氏は 目下東奔西走 日夜席の 暖 まる 間が ない あ りさ まで あ

る」 と報 じられて い る ez
。 河合が全 日農の 新役員 と し て

， 産業部 長に就 い た の も こ の理想実現

の ため と思 わ れ る 。 藤 岡以下 総同盟兵庫県連合会の 幹部5名の 連名 に よ る ，日労党結成の 声明

書は河合の 提唱する こ の 新たな運動 に つ い て 次の よ うに述 べ （‘3，こ の 運動が 同党の 重要方針 と

して位 置づ けられ て い る 。

　東播連合会 に於て は農民運動が
， 唯地主 に対す る破壊的階級戦 に の み 止 まる ならば

， 近

く運動の 行詰 り来 る べ きこ とを予知 し ， 既 に土地 を買ひ入 れ そ の 上 にデ ン マ ー
ク的農民 ギ

ル ドの 組織 を建設 し，農村階級 戦の 受太刀時代 に備 へ ん と して ゐ る の で ある 。 日本労 農党

は全国の 労農組合 に こ の 趣の 実際方法 を組織 する こ とをその 重 要なる特色 とす る 。

　デ ン マ
ー

ク的農民 ギ ル ドとは まさ に賀川 の 年来の 主張で あ っ た 。
こ うして こ の 時期 ，両 者は

密接な 連絡 を と りあい 行動 して い る 。 賀川は27年 「2月 1日 に農民大会が 開か れ た 。 そ して 新生

の 思 ひ を以 て もう
一

度新 しい 意味で の 農民組合運動 を出発 させ た 。 農民組合の 関係で 私 は 一週

間 に
一

回 くらい は必 ず播州加古川 の 流域や ，遠 くは 伊予境 の 観音寺辺 りまで遠征に 出か け て い

る」幽）
。 新生 の 思 い を以 て 出発 させ た新 しい 農民組合運動 の ひ とつ が 同年2月か らは じめ られ

た農民福音学校で あ り， 農村消費組合運動 で あ る 。 日農分裂 → 全 日農結成 の 時期 に賀 川 は 河合

の 拠点 で ある播州加古川 の 流域 に 1週 間に 1回 くらい 出か け緊密 な連絡 を取 っ て い た こ と に な

る 。 しか しまた，賀川 は 「当分 の 間，無産政党運動 か ら手を退 い て神の 国運動に熱 中」する こ

と に な る 。
こ の 時期 は賀川 に と っ て も大 きな転換期で あ っ た と言 えよ う。 無産政党運動の 第

一

線 か ら手 を引 き全 日農が結成 された直後の 27年6月か ら ， 賀川 は河合 をモ デ ル
， 高砂町 を舞 台

とす る 政治小説 『傾 け る 大地』 の 連載を ス タ
ー

トさせ る 。

　 『傾 ける大地』は 192ア年6月号 か ら翌 28年5月号 に か け て 雑誌 『雄弁』 に 連載され た 。 主 人公

の 杉本英世 は 「東京 の 外国語学校 を卒業 して
， 今年の 春 ， 外交官試験 に優等 の 成 績を以て 及第」

し，「フ ラ ン ス 公使館 附」 （『傾 け る大地』『賀川豊 彦全集』第15巻所収， ll2頁 ）に な る予定で

ある とされ て い る 。 河合が 東京外国語学校 フ ラ ン ス 語学科に 入学 した こ とは既述の とお りで あ

る 。 また，河合は卒業時 に は成績優秀の ため賞とし て フ ラ ン ス の 文部大臣か らフ ラ ン ス 語 の 書

籍3冊 を送 られ た とい う ila
。 卒業後 ， 美濃部達吉 ら に東大進学を進 め られ た が 家庭の 経済 的理

由に よ り断念 。 日本銀行と外務省の 2つ を受験 ， 何れ に も合格 して い たが ， 最終的に 日銀に決

した とい う経緯が ある 。
こ の 主 人公 が肺結核 に倒 れ ふ せ っ て い る と こ ろ か ら こ の 小説 はは じ ま

る が
，

こ れ も河合の 経験が 下 敷きに ある
。 『河合義

一
伝』は 主人公 は 「河合義

一
と行政 をモ デ

ル に して書」か れ 「二 人 を混合 し て 半分に 割 っ て
一

人 の 人物 に して い る ら しい 」 圃 とあ るが
，

筆者は 賀川 の 意図 として はあ くまで 当初か ら河合 が主人公 の モ デ ル で あ っ た と考 える 。 理 由は

以下 の 通 りで あ る 。 は や くか らの 普選論者で あ っ た賀川 は連載中の 27年 9月に実施 され た 普選
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第1回の 府県会議員選挙にお い て ， 行政 長蔵 をは じめ多 くの 同志の 応援 に走 り回 っ て い る 。 9月

の 日記 に は

普選 1　 普選 1　 普選 1　 た うとう県議 の 運動が始 ま り， 私 は九 月十二 日 を ふ り出 し に
，

飛び廻る こ と十八 日間，鳥取県，香川県，兵庫県 ，
大阪府，和歌山県の

一府四 県を飛び廻

り，
お 陰様で

， また眼 を悪 くした 。
…

　神戸 イ エ ス 団 の 行政 君は 兵庫県加古郡で ，最高点で 当選 したが ，「政 友」 を蹴落 したお

陰で
， 選挙違反 に 問はれて ゐ る 。 労働争論の 時に

一
緒に 食事 を した時 に何 とかか ん とか 云

ふ な と云 ふ のが 選挙違反 とある eo
。

　 と記 されて い る 。 また ， 賀川の万年筆 とい われた吉本健子に よる賀川 日記に よれば
， 賀川の

行政へ の 肩入れ ，小説 「傾 ける大地」 の 原稿が選挙中は 中断 してお り，選挙後，
一

気呵成に執

筆 され た様子が よ くわか る eg
。

1927年

　 4月　 初，「傾 ける大地」 （雄弁小説）

　 8月 4日， 「傾ける大地」原稿書 く

　 9月13日 ， 加古川 へ
， 夜 ， 行政長蔵氏推薦演説

　　　14日，午前原稿，鳩里 に て ，夜演説会 ，行政長蔵氏宅に て 一
泊

　　　21日
， 午後加古川 へ

， 夜，行政長蔵氏応援 ， 加古川 に
一

泊

　　　26日， 阪本 ， 行政長蔵 ， 塚 本氏 当選

　 10月 6日，
一

日在宅，「傾 ける大地」69頁12時

　　　 7日，「傾 ける大地」雄弁へ 送 る

　11月14日 ， 「傾 ける大地」37頁

　　　 15日 ， 「傾 ける大地」
一

ヶ月分終了 ， 73頁

　 12月 5日，小説 「傾 ける大地」

　　　 6日
， 「傾 ける大地」 2月分終了

　こ の よ うに府県会議員選挙へ の 賀川 の並 々 ならぬ 肩入 れ， しか も同志行政の 当選 か ら一
転，

失脚 と い う事態は賀川 を して こ の 小説に 挿入 され るべ きか っ こうの 素材 とな っ た の で ある 。 従

っ て こ の 小説 の 主人公 は河合 をモ デ ル に した もの で ある が ，
こ の 選挙場面 で

， 急遽 ， 行政 を
一

部 モ デ ル と した とい うの が実情で は なか ろ うか 。 行政 はすで に 『壁 の 声を聞 くとき』で 雪野鷹

蔵で登場 して お り， 当初か ら行政 と河合の ふ た りを モ デ ル に する意図で あれ ば
，

主 人公の 名前

も違 っ た もの にな っ て い たで あろ う。
こ の 小説の 細部はこ とご と く河合が活動 の 拠点 と した 高

砂町及び その 周辺で 起 こ っ た事件 で 構成 され，登場人物 も実在の 人物 の 多 くの 部分，ある い は

一
部分 を援用 して造形 されて い る。こ の小説の書 かれた 1927，28年 当時，両者が農民 運動の み

な らず ， 地方都市の 政治状況や その あるべ き姿な ど に つ い て ひろ く語 り合 っ た と思わ れ る 。 こ

の 小説は正 義派の なかか ら裏切 りや既成政党 との 妥協者が 出て ，主人公 は絶望 して郷 里 を去 っ

て行 く場面で 終了する 。 こ れ は 「人間の 魂が生 まれ変 わ らない 以上
， 社会改造 な んか結局駄 目」

（253頁）で ，人 間の 改造こ そ社会改造の 核心で ある と改め て 決意 した賀川が本来の 宗教者 とし
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て 「永遠の 神の 国の 為に 」 （253頁 ）そ の 全 精力 を傾 注する とい う当時 の 賀 川 の 宣言で もあ る 。

なお，小説 『傾 ける大地』そ の もの の 分析 一登場入物及びそ の モ デ ル ，扱われた事件と実際 の

事件の 比定，テ ーマ や主張等々 一やこ の 小説 の 賀川作品に 占め る位置 など に つ い て は 近 くま と

めて発表する予定で ある。

  第3期

　 河合 と賀川の 交渉史の 第3期 の は じま りは 1937年総選挙の 河合立候補一賀川に よ る 応援 で あ

る eg
。 「身辺雑記」は い う 

。

　四 月は約 二 週 間を総選挙 の 応援に費や し て しまつ た
，

…大阪 に 向ひ杉山氏 の 応援 を始め

た 。 そ して
， 途 中河合義

一
氏 を姫路 に 応 援 し…

。 幸ひ前川 氏 も河合義
一

氏 も最高点で 当選

した こ とを何 よ り嬉 しく思ふ 。 河合義一氏 は立派なク リ ス チ ャ ン で あ り，そ の 夫人 も実 に

謙遜な よ き主婦で あ るが ，僅か ばか りの 金 を調達 して，最後 に残 つ た店 まで 抵 当 に入 れ て ，

選挙運動費 を作 り， 渾 身の 勇気を もつ て 努力 して ゐ る様子を見て 私は涙な しに 応援 す る こ

とが 出来 なか つ た。 十数年前こ の 方面 の 小 作争議 を，「傾 け る大地 」 とい ふ 小 説 に書 い た

こ とが あるが
， 今度は その 「傾ける 大地」 の 続編 を本舞台で や つ て ゐ るや うな気が した

。

　賀川 は翌38年 7月の 神戸大水害 の 救援 c51＞に 向か っ た後，9月に大阪水上 隣保館 の 中村遥 も同行

して河合が管理 して い る豊 島の 土 地 を見に行 っ て い る 。 河合 と賀川 が こ の 豊 島に結核患者 の た

め の 保養農園 を作 る約束 を した の は先述の 交渉 史の 第2期 に あた る 岡
。 38年 10月 に は神 愛保養

農園の 建築がは じまっ て い る 。 賀川 自身は こ の 後，イン ドに向けて 出発，日本 を留守 にす る が

妻の 春子 が豊 島を訪れ て い る 。 翌 39年 1月 『雲 の 柱』 に よれ ば ， 38年 12月 12日 ， 東京 を発 っ て

豊 島に西下，途 中播州 の 加古川駅 に 下 車 ， 代議士河合夫妻 ， 曾根 の 農村伝 道に 尽力す る石 田英

de　pm夫妻 ，
20年来の 知己行政 長蔵夫妻 ら に 迎 えられ る 。 夜 ， 高砂 の 旅館 に宿泊 。 翌 13日 ， 石田

牧師が主催す る曾根 の 農村教会で 集会 。 14日，姫路駅から河合等 と ともに豊島 に 向か う。 豊 島

着，夜 は 「河合代議士 を 中心 に神愛農園 の 青年方 と」懇談。 翌朝，河合の 長男義太郎
麟

が 静養

す る居 を訪 ね た 。 春子 は 「誠 に豊 島の 如 きは心 身を養ふ に 最 もよ き処で あ る」 「都市の 塵芥 に

も遠 く離れ ，
こ の 風光明媚 な仙境 にあ つ て 深 く神の 御 旨を悟つ て 再生の 喜 びを與 へ らる ・は必

然 の こ と と思 ふ 」 と そ の 印象を記 して い る 飼
。 翌39年3月 に帰 国 した賀川 は ，4月6日，河合 と

と も に豊島村役場に 村長 を訪ね
，

』
結核保養所 を作 る こ とへ の 了解 を求め た 。 村長 も賛意を表 し

，

村会 へ の 了解 を得る べ く努力す る との こ とで あ っ た 。 そ の 夜，二 人は高松屋 旅館 に 同宿 し て い

る 。 そ の 後 も賀川 は しば しば豊 島を訪れ保養園建設に奔走す るが ，すで に 申し込 み が 通算400

名を超 える とい う関心 の高 さを示 した ua
。 しか し ， 豊島村長か ら賀川 に宛て た 9月7日付の 葉書

は，結核者収容の 事業は停止 し，普通農園な ど に方針変更願 い た い との こ とで あ っ た 岡
。 賀川

は 「誠 に残念 だが，已むを得 ない こ とと思ふ 。 しか し農園だけは継続 して 将来農民福音学校 の

方に使用 した い 」とした 。
こ うして ，賀川や 河合 の 当初 の 計画 は頓挫す る こ とにな る 。 しか も，

戦時下 で キ リス ト教 の 弾圧が厳 しく， 伝道や 事業な ど も出来な い 状態で
， 賀川 自身 も豊島神子

ケ浜で 軟禁 され る 。 しか し，敗 戦後の 1947年 1月 ， 藤崎盛
一

が こ の 豊 島で 第1回農民福音学校 を

開校 し ， さ ら に 同年 8月 に は吉村静江が 8名 の 孤児を連れて 豊島に 来島 ， 豊 島神愛館 （乳児院）
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を開設する な ど，賀川 の 精神が こ の 豊島で生 か され る こ とにな る 。

　河合 に と っ て 豊島は原点で もある 。 肺結核で 日銀 を退職 した後 の 豊島で の 療 養生活，そ して

こ の地 で の小作問題 との出会い が農民運動家河合の 原点で あ っ たこ とは既 に述べ た とお りで ある 。

大正末期 に友 人三谷が この 豊島に 18町歩の 土地を河合の ために買 っ て くれた pm
。 河合は病弱であ

っ た長男義太郎の ため に こ こ に家を建て療養させ て い る 。 また
，

こ の膨大な土地の利用 に つ い て

河合は 賀川や杉山に 相談 し
， 指導 も受けて い た 。 おそ らく賀川 の 持論で ある 立体農業や家畜の 利

用 な どに つ い て両者は語 っ たで あろ う。 『河合義
一
伝』 に よれ ば

，
1937年頃に 18町歩の 土 地の 約半

分を賀川が河合 よ り買 い 取 っ た と い う。

一
方 ， 河合が売 っ た の は36，37年 と2年続けて 衆議院選挙

に立候補した経済的事情があ っ たので はない か と推測され て い る 岡
。 あるい は，そ うい う事情が

あっ た の か もしれ ない 。 しか し， 神愛保養農園の 目的が 「人格主義 に立脚せ る健康鍛錬」 鰐 とあ

る よ うに，両者の年来の 主張 の実現をこ の豊 島ではか ろ うとした もの である こ とは明 らか である。

5
， おわ りに

　以 上 み て きた ように
， 今まで 取 りあげられ る こ との なか っ た賀川 と河合の 関係が 予想以 上 に

緊密 な もの で ある こ とが明 らか に な っ た 。 また
， 日農 と東播連合会 の つ なが りが賀川 ， 杉 山 と

河合，行政 らの 人格的 な結 びつ きに よる もの で ある こ とも明 らか にな っ た。 そ して ，日農分裂

期の 農民運 動の 転換期に も両者は連携 して，農民 ギ ル ドの 建設や 農村消費組合の 設立 な ど に奔

走 した こ と もすで に み て きた とお りで ある 。 河合が 賀川に 提供 した豊 島は戦時下 ， 活動 を制限

された賀 川が こ こ に 籠 もっ て 著述 に 専念 した拠点で もあ っ た
。 1941年，河合 の 妻 ちよ は 54歳 の

生涯 を閉 じた 。 葬式は キリ ス ト教で ，弔 い の 説教 を したの は賀川 で あ っ た  
％

　赤松啓介に よれ ば，昭和戦前期の 1933年当時，河合 の 同志行政 は農民運動 に絶望 し戦線か ら

離脱 の 状況で あ っ たが ，河合 は まだ か な り楽観的で 農民運動 に と どま っ て い た とい う 鰯
。 同 じ

く同志 で あ っ た 吉田賢
一

が転向 して 皇国農民同盟 を設立す る の も33年末の こ とで ある 。 さ らに

赤松 は河合 の 印象を 「河 合義
一

は極め て楽天 的で ，誠実な性格で あ り，組合運動で も親切で あ

っ た か ら組合員の み で な く，

一
般 の 農民 か らも非常 に信頼 されて い た」   と語 っ て い る 。 河合

に と っ て 社会改造 の 基礎が 人 間の 改造 で ある 以上 ，そ れ は 息の 長 い 仕事で あ っ た
。 「ゆ 6 くり

堅実 に大地 を踏み しめ前進」
・m）せ よとは賀川 の 年来の 主張で あ り，

こ の 点， 両者は完全 に
一

致

して い た 。 また，人 間の 改造は 人間性 の 信頼 に基づ くもの で ある とい う点で も両者 は
一

致 して

い る 。 さらに それは い うまで もな くイエ ス ・
キ リ ス トへ の 信頼に通 じ る もの で ある 。 若 き日，

本郷教会で
一緒 で あ っ た吉野作造もまた，人 間性 へ の 楽観的 と も言 える信頼 を寄せ て い た

（6S
。

「代 議士 に は ならな い 」   と誓 っ た賀川は
， 代議士 とな っ た杉山や 河合 にそ の 任務 を託 し， 自

らは 伝道者として c61
社会改造に取 り組むこ ととなる 。 新見 ＝賀川は こ う語 っ て い る 。

　真の 改造 は一代 や 二 代 で 出来 る とも思 ひませぬ
。

…　そ れ に は
， 神の 内側 の 力が 加は ら

な けれ ば駄 目だ と思 ひ ます 。 然 し内側 の 力 は人間に は 良心の 力 よ り他 に あ りませ ぬ か ら
，

神様が ，良心の 力を強 くして下 さ らなけ れ ば，世界 は とて も善 くな らぬ と思 ひ ます 。 そ れ

で
， 私 の 社会運動 も ， 宗教運動 も， 結局 は 同 じ目的を以 つ て 両方面 に 向 つ て ゐ る だ けで

，

「道徳革命」を主張してゐ る よ り他はな い の です ZZ
。
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註

（1） 本稿 で は河合 と杉山 との 関係 に つ い て は特に 論 じない が，日農創立か ら分裂期，さ らに は戦時期の 解散 に い

　 た る まで 両 者 は つ ね に 行 動 を と も に して い る。r土 地 と 自由 の た め に
一
杉山元治郎伝』 に よれ ば，多 くの 農 民

　運動家の 中で 杉山 と特 に親 しい 人 物と して 三 宅 正
一
，須永好とともに河 合 の名が あ げ られ て い る （同 書 ，日刊

　農 業新聞社，1965年 ，
274頁）。

（2） 賀 川 豊彦全 集 刊 行 会 「賀 川 豊彦全 集』第24巻，キ リ ス ト新 聞社，1982年版，562頁 。 な お ，本稿 で 引用 す る

　『賀川豊彦全集』 はす べ て 1982年版とす る。
（3） 拙稿 「東播磨高砂地方の 大正 デ モ ク ラ シ ー」 （日本法政 学会 「法政論叢 』第31巻，1995年所 収〉，同 f大 正 デ

　モ ク ラ シー
期の 高砂町政 問題 」（兵庫県史編集専門委員会編 『兵庫県の 歴 史』第32号，1996年所収〉。

（4） 戦 後 の 河 合 の 動 向 につ い て は 拙 稿 「戦 後の 河合 義
一

」（神戸 史学会編 集 『歴 史 と神戸 』第35巻，第6号，】996
　年所収〉 を参照の こ と。
〔5） 河 合義

一
伝刊行委員会編 『河合義

一　農民 の 友 と して il976年 （以 下 『河合義
一
伝』 とす る ）18頁，33頁 。

〔6） 本 郷 教 会 機 関 誌 『新 人 』 第7巻 第5号 ，1906年 5月 （以 下，『新 人 』何 年 何 月 と記 す ）。な お，同記 事 に よれ ば 当

　日の 受洗晩餐式 は数百名 の 出席の も と，海老名 に よ る受洗式，同牧師の 「人生の 価値」なる 説教の の ち，新入

　 会員 歓迎 会 が 催 され た と い う。
〔7｝ 同 上 r新 人 』1905年2月に 1904年当時 の 本郷教会会員状況が 記 さ れ て い る 。それ に よ れ ば，会 員 総 数 380名の

　 うち28歳以下 は206名，職業分類 で は最 も多い の は学生 で 168名 とある 。 本郷教会が 書生教会 とい わ れ る 所以で

　ある。
（8） 日本基督教団 『弓町本郷教会百年史』1986年，338頁 。 なお，「新 人 』か ら 明道会に よる 講演会を拾 っ て み る

　 と，例 え ば 1904年3月27日，山 路 愛 山 「非 戦論 」，木 下 尚江 「海 老 名弾 正 氏 の 立 脚及 び将 来」，同 5月1日，石 川 三

　四郎 の 社会主 義談な どが あ る 。 また，1905年7月号 「新人』 に よれ ば同年6月5・6 ・7の 3日間，連 日の 演説会が

　 開 か れ，講 師 と演 題 は栗 原 基 「文 学 者 の 基督 観 」，松 村 介 石 「主 義 と基 督 」，島 田 三 郎 「我 が 信ず る 基 督」，木

　下 尚江 「日本の 政論 と基督教」，安部磯雄 「社会主義者の キ リス ト観」，海老名 「我 党 の 主張」，浮 田和民 「史

　家の キ リス ト観」，巖本善治 「教育家の キ リス ト観」 とある
。

（9） 前掲 r河合義
一

伝』に よれ ば 「若 き義
一

も汗の こ ぶ しを握 りしめ ，夢 中 に な っ て 説 教 ・講 話 ・講 演 に きき入

　 っ た ，と自 ら回顧 して 語 っ て い る 」（同書39頁）。 また，東京時代，河合 は美濃部達吉の 兄俊吉家や 美濃部家の

　末娘 の 嫁 い だ南家に 下 宿 し て い たが ，こ の 南家 で 河 合 は 広 い
一

室 を あ て が わ れ 家 族 の
一

員 と して あ た た か く遇

　 され た とい う。 日 曜 日 ご と に 夫婦 も出 か け て い くが，河合 とは 別の 教会に 行 っ て い た ら しい （1997年9月8日，
　 河 合 の 三 女 田美子 氏 談 ）。
（10｝ 安部は河 合 が 同志 社 中学 に 入 学 した 年の 翌 1897年1月に 同志社 に 赴 任，99年4月 に 上 京す る ま で 教鞭 を とっ た 。

　河 合 の 三 女 田美 子 氏 に よ れ ば，同志 社 は 予 習 を大 変重 視 して い て ，河 合 は ウ ェ ブ ス ター
の 辞書 で 充 分予 習 をや

　 り，ある と き，教師で ある安部 に 授業中その 誤 りを指摘 した こ とが あっ た。安部は 同志社 を去 る と き，後任の

　英語教師に 河 合君 に は 注 意せ よ とい う旨の 発言 を した とい b。なお ，田美 子 は 父 の 薦 め で 同志 社 に進 学 し．父

　 か ら予 習の 大切 さ を教 え られ た とい う （1997年9月8日，田 美子 氏 談 ）。

（11）　 「社 会大衆党新聞 jl937年4月。
02） 1993年8月 1日，及 び97年9月8日，三 女田 美子氏 か らの 聞 き取 り。

a3）　 『新人 』1go4 年3月，『吉 野 作 造 選 集　別巻 」岩 波書 店，1997年，76〜78頁。な お，吉野 が 「新人 』 に 最 初 に

　執筆 したの は1903年2月号 に お い て で ある 。

（14）　 『新 人』 1905年5月 。

（15） 同上 ，1907年2月。

（16） 本郷 教 会 の 役 員 は 複数の 執事と複数 の 会 計主 任 と補佐，日曜学校長，複数の 財産管理 者 な ど で ある が，執事

　と会計がそ の 他の 役員選定を
一
任され た り （噺 人』lge7年2月号），また執事 が 会計主任 に 異動する な ど会計が

　 重 職 で あ る こ とを示 して い る。例 えば 河 合 が 正 式転入 し た 1906年の 会計松浦
一

雄 や 翌 07年 の 荒木真弓 な どは ，
　本郷教 会初期 か らの 会員で ，と もに実業 に携 わ り，年 齢 的 に も河合 よ り30歳 ち か く う えの 重 鎮 であ っ た （前 掲

　 『弓町本 郷 教会 百年史』414〜42】頁）。

Q7） 前 掲 『新 人』1908年2月。
（18＞　 『死 線 を越 え て 』（『賀川豊彦全 集』第14巻所 収，132頁 ）。
09＞ 前掲 『河 合 義

一
伝』54〜55頁 。

  　前 掲 『新 人』1910年12月。
（  　前掲 『河合義

一
伝』85頁 。

幽 　　「選 挙公 報」発行 人　兵庫県知事湯 沢三千男，1936年2月15日 。

鮒 　前 掲 『河 合 義
一

伝』86頁。
  　賀川豊彦 を囲む座 談会で の 賀 川 の 談，1957年の こ と と思 われ る。聞 き手の

一
人で あっ た，当時兵庫県労働経

　済研究所員 の 渋野純
一

氏の メ モ を，高木伸夫氏 か ら頂 い た 。 高木氏 の 学恩 に 感謝する 。 なお，筆者 は ご 遺族の

　方 に こ の
一

燈 園 に つ い て うかが っ た が，河 合 自身 か ら直接 ，
一

燈 園 に つ い て 聞 い た こ と は ない との こ と で あ っ

　 た 。

鰯 　 「賀川豊 彦 の こ と な ど　木 村 京 太 郎 さ んに 聴 く」 （『月刊部落問題 亅142号，1988年所収，30頁）。 なお ，遠 島
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12 小　南　浩　
一

　欽 二 『賀 川 豊彦，西 田天 香，倉田 百三 と其信仰』 と い う書物が 1922年 に 出版 され て お り，「無 我 」 とい う共通項

　 で 3者 を並 べ て 論 じる 風 潮 が あ っ た 。

鱒 　拙稿 『大正 デ モ ク ラ シ
ー

と 河 合 義
一
』兵 庫 教 育 大 学 修士 論文，1993年，37〜40頁 。

吻 　日本農民組合機関紙 「土 地 と 自由』第6号，1922年6月25日，前掲 『土 地 と自由の ため に一
杉山元治郎伝』19S

　 頁。
囲　前掲 『河合義

一
伝』147〜148頁。また，三 男 信 吉 氏 も 「父 は生 前，賀 川 先生 に は 高砂 の 相 生 座 の 講 演 会 で は

　じめ て お 目に か か っ た と語 っ て い た」 と証言 して い る （同書 ，143〜144頁）。

  　同 上 『河 合 義
一

伝 』119頁。
  　鳥飼慶陽 『賀川豊彦 と現 代』 兵 庫県 部 落 問 題 研究 所，1988年，123頁 。

（31） 水 平社 創立 の 中心 メ ン バ ーと なる 西 光万吉，阪 本清
一

郎 ら燕 会 の メ ン バ ーが 消費組合に つ い て 新川の 賀川 を

　た ず ね，助 言 を請 うた こ と は よ く知 られ て い る （西光万吉 「水平社が生まれ る まで 」，同 「略 歴 と感 想」（「西

　光万 吉著作集j 第
一

巻 所 収 ，濤 書 房，1971年，49頁及び86頁）。 また，阪本清
一
郎 の 証 言もあ る （福 田 雅 子 『証

　言 ・全 国水平社』 日本放送出版協会，1985年，73頁 ）。こ う した 西 光 や 阪 本 と賀 川 との 密 接 な関係か ら 「朝 日 新

　聞」は 水平 社 の 総 裁候 補 と して賀川 の 名 を報 じて い る （『水平社 の 源流』編集委員会編 『水平社 の 源流 』解放

　 出版社，1992年，201〜202頁 ）。
働 　藤 原 は普選 運 動や，2ユ年の 川 崎

・三菱造船所争議 で 賀 川 と行動をと もに して お り，高山 義 三 も同 争議 の 弁護

　に あた り，また 日農の 法律顧 問 に な っ て い る
。 岡 も高山 と と もに 日農の 法律顧問 をつ とめ て い る。さ ら に岡 は

　 日農 の 創 立 発 起 人 に も名 を連ね て い る 。
  　1993年7月 20日，井 上岩 市 の 長 女 ます 江 氏 に 聞 く。

　　 「大阪毎 日新聞』1923年9月 20日。
駒 　農 民 運 動 史研 究 会編 『日 本農 民運 動史』御茶 の 水書房，復刻版，1989年，596頁。
岡 　法政 大学大原 社 会問題 研 究 所 丁日農 分裂 問題 資 料 』1956年，109頁。
働 　 「石 の 枕 を立 て て』（『賀川 豊彦全 集』第19巻所収，313頁）。

　　内務 省社 会局 『昭和 二 年労 働 運 動 年報 』明 治文献，1971年，1020頁 。

側 　岩村 登 志 夫 は賀川 ら改良主 義 日 農幹部 と訣別せ ざる を えなか っ た仁科雄
一

の 思 想的特 質 を詳 細 に 論 じて い る

　（「若 き 日 の 仁科雄
一とその 周 辺 」（上 ・下 ）「日本史研究』144号．147号，1974年所収）。

  　兵 庫 県 労 働 運 動 史編 さ ん委 員会編 「兵庫県労働運 動史』1961年，243頁。
（41）　 「神戸 又 新 日報』1926年12月3日。
（42） 同 上，1926年12月1日 。

  　　「神戸 新聞」1926年12月2日。
（44）　 f身辺 雑 記」 （「賀 川 豊 彦全 集』第24巻所収，77頁 ）。
  　 『河合義

一
伝』38頁。なお，筆者 は 河 合氏 の 次 女正子氏 か ら1993年2月4日に 高砂の 自宅で お話 を伺 っ た。3冊

　の 内，2冊 が震 災 で 焼 失 ，残 り1冊 が 手元 に ある 。 ピエ ール ・ド ・ル ーボ ー著 『地 中海』 と い う大部の 本 を見せ

　 て い た だ い た 。

  　前掲 『河合義
一
伝』 133頁 。

  　前掲 「身辺 雑記」（『賀川 豊 彦全 集 』 第24巻 所 収，89頁〉

鰌 　賀 川 豊 彦記念 ・
松沢資料館所蔵 『日記 （1 ）』1926，11〜1928，12　吉 本 （健 子 ）記

（49） 河 合 は 前 年 も立 候 補 したが，こ の 時 は賀川 は渡米中で あっ た 。 国 内に い れ ば37年同様，無 産 派 の 選 挙応援 に

　奔走 した で あ ろ う。

  　　「賀 川 豊 彦 全 集 』第24巻 ，231頁。
（51） 実 は こ の 時，河合 も救援活動 に参加 して い た。河 合 に 引 率 され て 参加 した 杉田 浅治は 死 体の 掘 り起 こ し作 業

　が 難 航 し，河合に 「先生 も っ と どこ か よい 所へ 行きましょ うか」 と弱音をは くと，河 合 は 「ど こへ 行 っ て も同

　じで す。む つ か しい とこ ろ で もだれ かが し なけ れ ば な り ませ ん。こ こ で
一生 懸命働 い て お っ た ら よ い の で す 」

　 と また コ ッ コ ッ と掘 り起 しに か か っ た と語 っ て い る 。 （前掲 r河 合義一
伝』257頁）。

國 　前 掲 「身 辺 雑 記」 〈『賀 川 豊 彦 全 集 』第24巻 所 収，266頁）。

岡 　石田 は 1928年3月，賀川の 紹介 で 『農村伝道 圏 （マ マ ） の
一

員 と して 播 磨高砂町 河合義
一

氏の 宅 に 行 っ た 。 氏

　は 二 三 日 して ，伊 保 村 中 島 と言 う四 五 〇 戸 の 純農村へ 私 を送 り込 ん だ （竹 中 正 夫 r土 に祈 る　耕牧 石 田 英 雄の

　生 涯』教文館，1985年，91頁 ）。

  　河合の 長男義太郎氏 は本年，1997年8月2日， 天 に召 され た。享年88才。
（55） 賀川春 子 は こ の 時の 豊 島訪問記 を 『火 の 柱』第113号，1939年1月30日に も発 表 して い る。
岡　こ の 計画は 『雲の 柱』や キ リス ト教 関係 の新聞だけ で な く，『大阪朝 日新聞』 な ど一

般紙 に も掲載 され，そ

　の 問 い 合 わ せ や 申 し込 み が 殺到 した とある （『火の 柱』112号，1938年12月 10日）。

働　 「雲の 柱』第18巻，第IO号，1939年10月，16頁 。

働 　前掲 「河 合義
一
伝』116頁。

（59） 前 掲 「河 合義
一
伝』 117頁 。

  　　「火 の 柱』第112号，1938年 12月10日 。

  　前掲 「河 合義
一

伝』 74頁。
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  　赤 松啓介 「河 合義
一
氏 と農 民運 動史」（前掲 「河合義

一
伝j 所収，242頁）。

  　 同上。
  　吉 田賢

一
伝刊 行 世 話 人会 丁道 を求め て 　吉田 賢

一
伝jl983年，91頁。

（6S　武田清子 「吉野作造 に お ける政 治 と人 間」 に よれ ば．彼の 人 間観 は 「人 間の 罪 の 指摘 よ りも，機会 さえ与 え

　 れ ば 人 間 は 無 限 に 成 長 す る と い う肯 定 面 の 方 が 強 調 され た 楽 観 的 人 間 観 で あ る 」 と い う （同 著 『土 着 と 背 教 』

　新教出版社，1967年所収，219頁）。

  　前掲 「身辺雑記」（『賀川豊彦全集』第24巻所収 ， 62頁）。

（60 　村島帰之 は 賀 川の 創 意 に よ っ て 生 まれ た多種多様の 社 会 事業 お よ び運 動 も結 局 は 「隣 人愛」の 実践 で ，賀 川

　 は 「事業家」 で あ る よ りも偉大 な る 指導者で あ る と指摘 して い る （村島帰之 「賀 川豊 彦氏 の 社 会 事業 とそ の 特

　 異性」（『雲の 柱』第19巻，第6号所収）o

鰌 　 「壁 の 声 を聞 くと き』 （『賀 川豊 彦全 集』第14巻 所収，530頁）。
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